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広報もとみや　平成22年１月

　
「
２
０
０
９
も
と
み
や
自
給
自

足
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
本
宮
市
観

光
物
産
協
会
の
主
催
で
、
11
月
29

日
に
白
沢
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
本
宮
の
特
産
品

を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
昨
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
約
２
０
０

人
が
参
加
し
会
場

は
満
席
と
な
り
ま

し
た
。

　

乾
杯
は
、
新
酒

が
発
表
さ
れ
た

「
し
ら
さ
わ
ワ
イ

ン
」
で
行
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

テ
ー
ブ
ル
に
運
ば

れ
る
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
コ
ー
ス

料
理
、
全
13
品
を

心
ゆ
く
ま
で
味
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て

お
楽
し
み
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

「もとみやの一品」入賞者発表

認定証を受ける炊きた亭の松本浩太郎さん（左） 矢吹さん（左）、結城さん（中央）、小瀧さん（右）

　本宮市内のおすすめの店、おすすめの味を募集した
「もとみや食の店」には、41店のメニュー・商品あわ
せて86点の推薦が寄せられました。この中から、得票
数の多かった下記のメニュー・商品が「もとみや食の
店」に認定されました。
　表彰は、自給自足パーティーの席上で行われ、本宮
市観光物産協会副会長の小沼貞彦さんから、認定証と
記念品が贈られました。

　本宮市の特産品を使用する「もとみやの一品」我が
家の自慢料理コンテストには、市内外から多くの応募
があり、２回の審査会を経て８品が入選されました。
その中からアイデアや独創性、盛りつけなどが特に優
秀な下記の方が表彰されました。
　表彰は、自給自足パーティーの席上で行われ、伊藤
和子審査委員長より盾と記念品が贈られました。

最優秀賞

▲

結城智美子さん（本宮字栄田）
　　　　　　「長芋みたらし団子」

優 秀 賞

▲

矢吹　友美さん（郡山市）
　　　　　　「長芋コロッケ」

優 秀 賞

▲

小瀧美智子さん（白岩字埋内）
　　　　　　「里の佃煮“わよう”」

自給自足
パーティー
盛大に開催

「もとみや食の店」認定店発表

　◎もとみや食の店認定店
　　◦炊きた亭（本宮字荒井）
　　　　「から揚げ弁当」
　　◦㈲菓匠きねや（本宮字下町）
　　　　「Nagura シュークリーム」
　　◦柏屋食堂（本宮字仲町）
　　　　「ソースカツ丼」

▲高松神社太々神楽

民俗芸能大会
＆

食育講演会

　

安
達
地
方
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
文

化
事
業
「
第
３
回
本
宮
市
民
俗
芸
能

大
会
＆
食
育
講
演
会
」
は
、
11
月
29

日
に
し
ら
さ
わ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
俗
芸
能
大
会
」
で
は
、
本
宮
市

内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
北
部
先
囃
子
保

存
会
、
南
部
先
囃
子
保
存
会
、
東
部
太
鼓

台
運
営
委
員
会
、
稲
沢
御
田
植
踊
保
存

会
、
高
松
神
社
太
々
神
楽
保
存
会
の
５
団

体
に
よ
り
、
民
俗
芸
能
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

解
説
は
福
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
懸
田
弘
訓
先
生
に
よ
る
も
の
で
、
本
宮
の

歴
史
と
伝
統
芸
能
の
関
わ
り
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
食
育
講
演
会
」
は
、

講
師
に
相
模
女
子
大
学
の
清
田
マ
キ
先
生

と
、
女
優
で
農
林
水
産
省
な
ど
の
各
審
議
会

委
員
で
も
あ
る
浜
美
枝
先
生
を
お
迎
え
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
田
先
生
か
ら
は
「
食
べ
物
と
健
康
」、

浜
先
生
か
ら
は
「
地
産
地
消
の
す
す
め
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
食
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
市
内
外
か
ら
約
４
０
０
名
の

方
々
が
来
場
し
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲稲沢御田植踊

先
囃
子
・
太
鼓
台
が

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に

　

本
宮
市
の
北
部
先
囃
子
保
存
会
・
南
部
先

囃
子
保
存
会
・
東
部
太
鼓
台
運
営
委
員
会
の

３
団
体
が
、
本
宮
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
を
受
け
、
11
月
18
日
に
市
役
所

で
指
定
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
鼓
台（
先
囃
子
）が
歴
史
資
料
の
記
録
に

登
場
す
る
の
は
、
宝
暦
８
年（
１
７
５
８
）の

こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
北
町
・
南
町
に
現
在

に
い
た
る
ま
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

高
木
の
東
部
太
鼓
台
は
、
北
部
先
囃
子
の
主

要
な
楽
曲
を
取
り
入
れ
22
年
以
上
を
経
過

し
て
い
ま
す
。
も
と
み
や
秋
祭
り
に
は
、
こ

の
３
団
体
の
先
囃
子
・
太
鼓
台
が
一
緒
と
な

り
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
民
俗
行
事
が
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
の
歴
史
・
来
歴
も
確
か
で
あ

り
、
広
く
地
域
市
民
に
親
し
ま
れ
、
保
存
継

承
団
体
・
後
継
者
育
成
も
活
発
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
宮
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て

指
定
と
な
り
ま
し
た
。

▲浜　美枝先生

▲左から南部先囃子、北部先囃子、東部太鼓台。
　11月18日付けで、市の指定無形民俗文化財に指定されました

▲清田マキ先生

▲教育長から指定書の交付を受ける
　各団体の代表者の皆さん


